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検索・中野あきと

「
自
助
」
に
よ
る
お
願
い
だ
け

で
大
丈
夫
な
の
か
。
「
静
か
な

マ
ス
ク
会
食
」
を
国
民
に
呼
び

か
け
た
菅
首
相
…
。
少
人
数
、

小
声
な
ど
「
五
つ
の
小
」
を
都
民
に
要

請
し
た
小
池
都
知
事
…
▼
〈
後
追
え
ど

先
回
り
し
た
た
め
し
無
し
〉
「
朝
日
」

朝
刊
に
投
稿
さ
れ
た
川
柳
で
あ
る
。
後

手
後
手
の
泥
縄
ぶ
り
に
心
配
の
声
が
上

が
り
、
政
府
の
感
染
対
策
分
科
会
か
ら

は
「
英
断
を
心
か
ら
お
願
い
す
る
」
と

迫
ら
れ
た
菅
首
相
。
し
か
し
「
Ｇ
о

Ｔ
о
」
の
見
直
し
は
運
用
の
一
部
だ
け
。

第
３
波
が
収
ま
る
と
は
と
て
も
思
え
な

い
▼
「
集
団
感
染
の
多
発
か
ら
医
療
機

関
と
高
齢
者
施
設
を
守
れ
。
こ
れ
ら
の

施
設
に
は
定
期
的
な
検
査
の
徹
底
を
」

「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
自
治
体
と
の
折
半
で

は
な
く
全
額
国
庫
負
担
で
」
「
全
国
一

律
の
『
Ｇ
о

Ｔ
о
』
運
用
は
止
め
抜

本
的
な
見
直
し
を
」
。
危
機
的
な
事
態

に
共
産
党
・
志
位
和
夫
委
員
長
は
、
11

月
12
日
の
「
提
言
」
に
続
き
、
19
日
に

は
「
緊
急
の
提
起
」
を
行
っ
た
▼
菅
首

相
に
、
ぜ
ひ
見
習
っ
て
ほ
し
い
人
が
い

る
。
一
人
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ア
ー

ダ
ン
首
相
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
頻
繁
に

国
民
へ
語
り
か
け
、
記
者
の
質
問
は
終

わ
る
ま
で
付
き
合
う
。
も
う
一
人
は
通

い
始
め
た
近
所
の
歯
医
者
さ
ん
。
検
査

の
映
像
を
見
せ
な
が
ら
の
丁
寧
な
治
療

方
針
の
説
明
。
次
回
の
治
療
内
容
と
、

そ
れ
に
要
す
る
時
間
ま
で
伝
え
て
く
れ

た
▼
記
者
の
質
問
に
背
を
向
け
足
早
に

立
ち
去
る
首
相
。
国
会
答
弁
は
ぜ
ひ
、

お
役
人
が
差
し
出
す
メ
モ
に
頼
ら
ず

「
自
助
」
で
国
民
と
向
き
合
っ
て
ほ
し

い
。
臨
時
国
会
で
の
答
弁
拒
否
１
１
１

回
。
貴
方
の
不
名
誉
な
記
録
で
あ
る
。

短信

剪定枝拠点収集廃止で

日野市が代替え策

「不法投棄がある」という理

由で日野市が廃止を決めた剪定

枝の拠点収集事業。共産党市議

団は12月議会で「多くの市民

はルールを守っている」「日野

市の緑化推進施策から見ても問

題」として存続を主張しました。

日野市は事業廃止は撤回しま

せんでしたが、「月に１度程度

クリーンセンターへの無料持ち

込みを考えたい」と答弁しまし

た（みなさんの声をお寄せくだ

さい）。

住
民
の
た
た
か
い
と

裁
判
所
の
見
識
に
敬
意

中
野
あ
き
と

私
は
約
５
年
間
、
都
市
計
画
法
に

照
ら
し
て
通
す
こ
と
の
で
き
な
い
ご

み
搬
入
路
を
、
日
野
市
が
強
行
し
て

き
た
こ
と
を
議
会
で
追
及
し
続
け
ま

し
た
。

搬
入
路
の
法
的
問
題
点
を
指
摘
す

る
た
び
に
、
日
野
市
は
説
明
を
次
々

と
変
え
、
そ
の
度
に
新
た
な
矛
盾
を

抱
え
込
み
ま
し
た
。

と
く
に
こ
の

１
年
間
の
答
弁

は
「
適
法
だ
と

認
識
し
て
い
る
」

の
一
点
張
り
で
、

も
は
や
議
論
す
る
こ
と
さ
え
放
棄
し

て
い
る
と
思
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で

し
た
。
ま
さ
に
「
無
理
が
通
れ
ば
道

理
が
引
っ
込
む
」
の
態
度
で
し
た
。

裁
判
所
は
、
こ
う
し
た
日
野
市
の

態
度
を
「
法
的
に
許
さ
れ
な
い
」
と

断
罪
し
た
の
で
す
。
本
当
に
良
か
っ

た
。
司
法
は
生
き
て
い
ま
し
た
。

大
坪
冬
彦
市
長
に
は
、
控
訴
を
取

り
下
げ
て
判
決
を
正
面
か
ら
受
け
止

め
反
省
し
、
住
民
と
共
に
違
法
状
態

の
解
決
に
踏
み
出
す
こ
と
を
強
く
求

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
た
た
か
い
と
判
決
が

生
き
、
「
自
治
の
ま
ち
・
日
野
」
に

ふ
さ
わ
し
い
解
決
策
を
、
私
自
身
も

住
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
見
出
し

て
い
き
ま
す
。

５
年
間
の
論
戦
に
対
す
る

市
長
の
答
弁

■
総
合
的
行
政
的
判
断
だ
。
原
理
原

則
を
柔
軟
な
解
釈
に
よ
っ
て
や
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。
（
16
年
３
月
議
会
）

■
ど
う
法
的
に
整
理
を
す
れ
ば
い
い

か･･･

。
違
法
行
為
は
で
き
な
い
し
、

投
入
さ
れ
た
税
金
は
無
駄
に
で
き

な
い
し
…
解
決
策
を
模
索
し
て
い

き
た
い
。
（
16
年
12
月
議
会
）

■
行
政
の
長
と
し
て
ど
う
し
た
ら
い

い
か
。
住
民
自
治
の
問
題
も
、
法

的
問
題
も
ク
リ
ア
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
。
（
16
年
12
月
議
会
）

■
法
的
に
問
題
が
な
い
形
で
進
め
て

き
た
。
問
題
が
あ
る
と
は
考
え
て

い
な
い
。
（
17
年
３
月
議
会
）

■
法
は
一
つ
で
解
釈
は
幅
が
広
い
。

い
ろ
ん
な
解
釈
が
で
き
る
。
都
合

よ
く
（
解
釈
し
て
）
と
言
わ
れ
る

が
構
わ
な
い
。
あ
く
ま
で
都
合
よ

く
解
釈
し
て
適

法
な
運
営
を
し

て
き
た
と
思
っ

て
い
る
。

（
19
年
12
月
議
会
）

▲勝利判決を報告する記者会見（11/12）

▼「日野市は判決に従え」と市役所前でコール（11/25）

住民全面勝訴－東京地裁が判決

北川原公園内のごみ搬入路は違法

新
可
燃
ご
み
処
理
施
設
へ
の
ご
み
搬
入
路
を
、
北
川
原
公
園
内
に
通
し
た

日
野
市
に
、
11
月
12
日
、
東
京
地
裁
は
「
違
法
」
の
判
決
を
下
し
ま
し
た
。

同
公
園
は
、
森
田
革
新
市
政
の
時
代
に
ご
み
処
理
施
設
や
下
水
処
理
場
が

集
中
す
る
こ
と
に
な
っ
た
地
域
の
住
民
に
、
環
境
の
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
を
約
束
し
て
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

判
決
は
、
こ
う
し
た
歴
史
的
経
過
に
も
触
れ
、
ま
た
都
市
計
画
法
の
原
理

原
則
と
、
ご
み
搬
入
路
の
実
態
を
踏
ま
え
、
日
野
市
の
言
い
分
を
丁
寧
に
検

討
し
た
上
で
、
そ
の
す
べ
て
退
け
ま
し
た
。
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◎短期間のお試し購読。一部売りも。

お気軽にお申し込みを。中野あきと事務所

しんぶん

赤旗

［2021年１月の無料法律相談日］
■１月は、第一木曜日の相談日はありません。

■１4日（木）午後１～３時 日野市役所６階共産党控室

お申込みは清水とし子事務所 ☎042-582-1042

◎法律相談以外のお困りごともお気軽に
中野あきと事務所 ☎042-599-3350

≪平山の虫はかせ≫ なかむらさんの昆虫の話

⑧日本の国蝶

オオムラサキ

北海道から九州まで全国的に棲息す

る９㎝ほどの大型で美しいタテハ蝶で、

日本の国蝶です。オスは紫色にかがや

き、食樹であるエノキの周りを滑空し

て飛び、クヌギやコナラの樹液に集まります。

平山城址公園等でも、十数年前まではクヌギの樹液に見られまし

たが、開発が進み住宅が建ったため、住む（発生）場所がなくなり、

日野市からは姿を消してしまったようです。私の標本にも、１９６

３年から７０年代が10匹ほどあるくらいです。

今は、高尾山付近でオオムラサキが滑空する姿がみられます。

これからもオオムラサキや虫たちが棲息する里山や雑木林を守って

ゆくことが大切になってきています。日本の国蝶が長く生きられる

環境をどう守り続けていくか、今後の課題です。 （おわり）

（虫を集めて６０年余）平山６丁目 中村 芳樹

こんにちは

清水とし子です ④

新型コロナの検査等の
強化を求める署名にご協力を

新型コロナ感染症の第３波が広がっています。

命と暮らしを守り、社会活動との両立を図るためにも、

感染拡大を止める緊急対策が求められています。

しかし、東京都も国も「マスク会食」「五つの小」と、

自己責任で乗り切れという姿勢です。

そのような中で、日本共産党は東京都知事あてに「感

染拡大の『第３波』到来を直視し、『検査・保護・追跡』

を抜本的に強めることを求める署名」を開始しました。

この署名は、感染拡大を止めるために、感染者が急増

している地域では無症状者を含めて検査を行うこと、介

護・障害者施設だけでなく、保育施設や学校などでも、

定期的な検査を行うことを求めています。

また、保健所を増設し職員体制を増やすことや、都立

病院・公社病院の機能を縮小する計画の撤回、医療機関

への財政支援も求めています。

今年7月から11月にかけて日本共産党が都知事に提

出した署名は、高齢者や障害者施設でのPCR検査の実

施に道を開きました。今度の署名で東京都をさらに一歩

前へ進めたいと思います。みなさんの、ご協力をお願い

します。

（都議予定候補・清水とし子）

共
産
党
市
議
団
の
調
査
に

よ
れ
ば
河
内
氏
は
、
平
成
27

年
４
月
以
降
昨
年
の
10
月
ま

で
、
あ
る
診
療
所
・
医
療
法

人
の
役
員
と
し
て
監
事
を
務

め
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
他
の
病
院
・
医
療

法
人
に
お
い
て
も
役
員
・
監

事
を
務
め
て
い
た
こ
と
も
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら

は
市
立
病
院
で
働
い
て
い
た

時
期
と
重
な
り
、
兼
業
違
反

は
も
と
よ
り
、
市
立
病
院
で

の
勤
務
実
態
と
の
関
係
で
、

賃
金
支
給
の
妥
当
性
も
疑
わ

れ
ま
す
。

し
か
も
先
の
診
療
所
は
、

た
か
は
た
保
育
園
の
民
営
化

の
受
け
皿
と
な
っ
た
土
地
・

建
物
所
有
者
の
親
族
が
経
営

し
、
土
地
・
建
物
所
有
者
に

は
保
育
園
の
家
賃
補
助
と
し

て
市
が
２
億
４
０
０
０
万
円

の
一
括
補
助
と
い
う
異
例
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

兼
業
違
反
に
と
ど
ま
ら
ず
、

巨
額
な
補
助
金
支
出
そ
の
も

の
の
妥
当
性
が
疑
わ
れ
る
重

大
問
題
で
す
。

新
事
実
の
暴
露
に
議
場
に

衝
撃
が
走
る
な
か
、
答
弁
に

た
っ
た
大
坪
冬
彦
市
長
は

「
徹
底
的
な
調
査
を
し
な
く

て
は
。
市
の
職
員
の
力
量
だ

け
で
は
厳
し
い
。
専
門
家
の

力
を
借
り
て
徹
底
解
明
し
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
答

弁
し
ま
し
た
。

河
内
氏
を
め
ぐ
る
疑
惑
は

根
が
深
く
、
な
お
か
つ
広
範

囲
に
及
ん
で
い
る
可
能
性
が

が
あ
り
ま
す
。

中
野
議
員
は
、
質
問
の
最

後
に
、
河
内
氏
の
現
役
副
市

長
時
代
も
含
め
、
一
体
、
ど

う
い
う
行
政
運
営
が
行
わ
れ

て
い
た
の
か
、
ど
こ
ま
で
市

政
が
歪
め
ら
れ
て
き
た
の
か
、

全
面
的
な
調
査
・
検
証
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を
強
く
求
め

ま
し
た
。

中央自動車道に架かる

「緑橋」補強工事

手抜き工事が報道された

中央自動車道に架かる「緑

橋」の補強工事が11月11

日より始まりました。

工事期間は約１ヶ月。市

道の通行止めはありません

が、一時的に交通規制が行

われます。

◀
不
正
疑
惑
の
真
相
究
明
を
求

め
る
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

報
告
す
る
中
野
あ
き
と
市
議

（
11
月
23
日
）

退
職
後
、
日
野
市
立
病
院
で
院
長
相
談
役
と
し
て
勤
務

し
な
が
ら
川
辺
堀
之
内
区
画
整
理
組
合
で
も
役
職
に
就
き
、

兼
業
を
禁
止
し
た
地
方
公
務
員
法
38
条
違
反
と
し
て
問
わ

れ
て
い
た
河
内
久
男
元
副
市
長
。

他
に
も
２
つ
の
医
療
法
人
で
監
事
を
務
め
て
い
た
事
実

が
、
12
月
市
議
会
の
中
野
あ
き
と
議
員
の
質
問
で
明
ら
か

に
な
り
し
ま
し
た
。

河
内
元
副
市
長
の
兼
業
違
反
で
新
事
実

市
長
「
徹
底
的
な
調
査
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

12
月
市
議
会
で
中
野
議
員
が
暴
露


